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今年も恒例の朝市が市役所前おまつり広場で午前4時からワ時まで開催されて

います。 

市価よりも安く販売されていることもあって朝早くにもかかわらず、人が集ま

り野菜や魚介類などの新鮮な品物に目をとおし、売り手との会話を楽しみながら 

買い物する姿があちらこちらに見られています。 
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地
域
の
白
立
と

共
生
を
目
指
し
て
 

第
3
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト

大
賞
で
 

「立
侯
武
多
の
運
行
」
が
 

優
秀
賞
を
受
賞
 

財
団
法
人
地
域
活
性
化セ
ン
タ
ー
と
全国
五
十
五
の
新
聞
社
で共
催
す
る
、
 

第
三
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト大
賞
に
お
い
て
、
当
市
の
「
立
侵
武
多の
運
行
」
 

が
優
秀
賞
・主
催
新
聞
社
賞
に輝
き
ま
した
。
同
賞
は
、地
域
活
性
化の
た
め

に
様
々
な
取
り
組み
を
し
て
い
る
イ
ベ
ン
トを
対
象
と
し
、今
年
は
百
六
十
ーーー
 

イ
ベ
ン
トが
応
募
、優
秀
賞
は大
賞
に
次
ぐ
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

四
月
十
四
日
、
東
京
都
千
代
田
区九
段
会
館
で行
わ
れ
た
表
彰
式
では
、
野

田
毅
自
治
大
臣
が
ま
ず
「住
民
自
らが
地
域
を
担
っ
て
い
く
一一
十一
世
紀
に向

け
た
活
力
あ
る
豊
か
な
国
づ
く
り
の
た
め
、こ
の
ふ
る
さ
とイ
ベ
ン
ト大
賞
が

こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
づく
り
の
た
め
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
祈

念
し
て
い
ま
す
」
と祝
辞
を
述
べ
た
後
、各
受
賞
地
域
と
とも
に
、
成
田
市
長

へ
賞
状
と
記
念
の
盾
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
の
喜
びを
成
田
市
長
は
「
市
民の
皆
さ
ん
が
参加
意
識
を
持
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
大
き
な
力
と
な
りま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は市
民
の
大き
な
財
産
で

あ
り
、
中
心
商
店
街
の
起
爆剤
と
し
て
活
用
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

「主催新聞社代表の産経新聞社社長から 
彰をうける成田市長」 

防
火
の
輪
を
広
げ
ま
す
！

・
 

消
防
活
動

に
女

竹
も
大

活
躍
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
三
人
が
 

一
日
消
防
官
を
体
験
 

平成11年 5 月 1日 2 

「表
彰
式
後
の
記
念
写
真
。
 

左
よ
り
四
人
目
が
 

野
田
自
治
大
臣
」
 

表
彰
式
後
の
講
評
で
は
「
資
料
が
無

い
中
で
立
侵
武
多
を
復
活
さ
せ
た
こ
と

は
、
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
に
よ
る
も

の
。
行
政
側
も
電
線
の
埋
設
工
事
を
行

う
こ
と
等
で
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
勇
壮
な
立
侵
武
多
の
運
行
を
見
事

に
成
し
遂
げ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
的

資
産
を
発
掘
し
な
が
ら
も
、
製
作
テ

ー
 

マ
を
歴
史
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
家
族
の

紳
に
し
た
こ
と
も
好
感
が
持
て
る
」
と

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
消
防
団
 

女
性
消
防
団
員
入
団
式
 

四
月
十
三
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お

い
て
五
所
川
原
市
消
防
団
で
初
め
て
の

女
性
消
防
団
員
の
入
団
式
が
行
わ
れ
、
 

真
新
し
い
制
服
、
制
帽
に
身
を
包
ん
だ

二
十
二
人
が
加
納
金
作
団
長
か
ら
辞
令

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。交
付
後
、団
員

を
代
表
し
て
高
橋
ま
ゆ
み
さ
ん
が
 「
消

防
活
動
に
き
め
細
や
か
さ
と
優
し
さ
を

発
揮
し
て
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
り
、
 

市
民
の
中
に
防
火
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
す
」
 
と
決
意
を述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

女
性
消
防
団
員
は
今
後
、
 一
人
暮
ら

し
世
帯
の
防
火
指
導
訪
間
や
広
報
活
動

を
中
心
に
活
躍
す
る
予
定
で
す
。
 

四
月
七
日
、
春
の
火
災
予
防
運
動
に

と
も
な
っ
て
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
が
市
内
の
ホ
テ
ル
に
勤
務
す
る
垂

石
五
月
さ
ん
、
成
田
友
子
さ
ん
、
島
村

鮎
美
さ
ん
の
三
人
を
一
日
消
防官
に
委

嘱
し
、
消
防
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
 

三
人
は
、
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
特
別
査
察
を
行
い
、
火

災
報
知
器
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
点
検

し
た
後
、
救
急
法
な
ど
を
習
得
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
三
人
か
ら

一
言
「
市

民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
火
の
元
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
 

五所川原市役所 fi35-2111 
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緑

を
大

切
に
、

潤
い

の
あ

る

生

活

タ
」
 

緑
化
ま
つ
り花
と
緑
の
‘
。
 

野
』
瓶」
か一
 

麟
醸
歳
一
 

欝
百
歳
 

四
月
一
一十
二
日
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
対
し
長
寿
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
社
会
に
貢
献
し
た
功
績
を
讃
え
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
b
一つ
長
寿
褒
賞
金

百
万
円
が
、線
風
苑
に
入
所
さ
れ
て
い
る
横
嶋
イ
セ
さ
ん
に贈
ら
れ
、
こ
れ
で

満
百
歳
の
長
寿
褒
賞
金
を
受
け
た
方
は
三
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

成田市長から目録と顕彰状を、緑風苑の土佐典夫施設

長から花束と記念品を受け取った横嶋さんは「ありがた

いです。うれしいです」と語り、市長から「これからも

頑張って」との言葉にも元気にうなずいていました。 

部教育委員長から踏訟贈 
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毎
日
、毎
日
を
楽
し
く
 

暮
ら
し
て
い
ま
す
 

横
嶋
イ
セ
さ
ん
は
、
百
歳
に
な
ら
れ

て
も
ま
だ
ま
だ
お
元
気
。
苑
内
を
自
分

の
足
で
歩
き
、
食
事
な
ど
の
日
常
の
事

も
ほ
と
ん
ど
自
分
で
こ
な
し
ま
す
。
 

ま
た
、
今
ま
で
病
気
を
し
た
こ
と
が

無
い
と
い
う
横
嶋
さ
ん
、
健
康
法
を

「
 

好
き
嫌
い
無
く
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
。
 

そ
れ
と
自
分
の
歯
を
大
事
に
す
る
こ
と

で
す
。
今
で
も
何
本
か
は
自
分
の
歯
で

す
よ
」
 と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
横
嶋
さ
ん
の
楽
し
み
は
部
屋

か
ら
見
え
る
岩
木
山
を
眺
め
る
こ
と
と

和
裁
で
す
。
 「
戦
争中
に
夫
と
二
人
で

登
っ
た
ん
で
す
よ
」
 
と
いう
岩
木
山
は

若
い
頃
の
良
き
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。
 

ま
た
和
裁
は
若
い
頃
か
ら
の
特
技
で
、
 

今
で
も
簡
単
な
繕
い
物
や
雑
巾
づ
く
り

な
ど
は
自
分
で
や
っ
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
長
寿
褒
賞
金
は
ど
う
し
ま
す

か
と
い
う
問
い
に
 「
家族
み
ん
な
で
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
に
い
き
ま
す
」
 
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
 

長
生
き
さ
れ
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
 

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三

日
間
、
市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
で
環
境

緑
化
ま
つ
り
花
と
緑
の
「
市
」
が
行
わ

れ
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
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二
士

一
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会
式
で
は
、
阿
部
育

也
市
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育
委
員
会
委
員
長
か
ら
今
年
度

入
学
し
た
市
内
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

千
九
十
六
人
を
代
表
し
て
中
央
小
学
校

の
成
田
タ
人
く
ん
、
木
村
光
さ
ん
、
第

一
中
学
校
の
幡
野
真
司
く
ん
、
原
詩
織
 
 

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
梅
と
杏
の
苗
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ま
し
た
。
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四
月
一
一十
二
日
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
対
し
長
寿
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
社
会
に
貢
献
し
た
功
績
を
讃
え
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
b
一つ
長
寿
褒
賞
金

百
万
円
が
、線
風
苑
に
入
所
さ
れ
て
い
る
横
嶋
イ
セ
さ
ん
に贈
ら
れ
、
こ
れ
で

満
百
歳
の
長
寿
褒
賞
金
を
受
け
た
方
は
三
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

成田市長から目録と顕彰状を、緑風苑の土佐典夫施設

長から花束と記念品を受け取った横嶋さんは「ありがた

いです。うれしいです」と語り、市長から「これからも

頑張って」との言葉にも元気にうなずいていました。 

部教育委員長から踏訟贈 
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毎
日
、毎
日
を
楽
し
く
 

暮
ら
し
て
い
ま
す
 

横
嶋
イ
セ
さ
ん
は
、
百
歳
に
な
ら
れ

て
も
ま
だ
ま
だ
お
元
気
。
苑
内
を
自
分

の
足
で
歩
き
、
食
事
な
ど
の
日
常
の
事

も
ほ
と
ん
ど
自
分
で
こ
な
し
ま
す
。
 

ま
た
、
今
ま
で
病
気
を
し
た
こ
と
が

無
い
と
い
う
横
嶋
さ
ん
、
健
康
法
を

「
 

好
き
嫌
い
無
く
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
。
 

そ
れ
と
自
分
の
歯
を
大
事
に
す
る
こ
と

で
す
。
今
で
も
何
本
か
は
自
分
の
歯
で

す
よ
」
 と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
横
嶋
さ
ん
の
楽
し
み
は
部
屋

か
ら
見
え
る
岩
木
山
を
眺
め
る
こ
と
と

和
裁
で
す
。
 「
戦
争中
に
夫
と
二
人
で

登
っ
た
ん
で
す
よ
」
 
と
いう
岩
木
山
は

若
い
頃
の
良
き
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。
 

ま
た
和
裁
は
若
い
頃
か
ら
の
特
技
で
、
 

今
で
も
簡
単
な
繕
い
物
や
雑
巾
づ
く
り

な
ど
は
自
分
で
や
っ
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
長
寿
褒
賞
金
は
ど
う
し
ま
す

か
と
い
う
問
い
に
 「
家族
み
ん
な
で
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
に
い
き
ま
す
」
 
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
 

長
生
き
さ
れ
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
 

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三

日
間
、
市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
で
環
境

緑
化
ま
つ
り
花
と
緑
の
「
市
」
が
行
わ

れ
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

二
士

一
日の
開
会
式
で
は
、
阿
部
育

也
市
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
今
年
度

入
学
し
た
市
内
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

千
九
十
六
人
を
代
表
し
て
中
央
小
学
校

の
成
田
タ
人
く
ん
、
木
村
光
さ
ん
、
第

一
中
学
校
の
幡
野
真
司
く
ん
、
原
詩
織
 
 

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
梅
と
杏
の
苗
木
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
初
日
に
訪
れ
た
市
民
に
は
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
苗
や
つ
つ
じ
の
苗
木
な
ど

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
庭
園
樹
や
鉢
花
、
山
野

草
類
が
展
示
さ
れ
訪
れ
た
市
民
は
熱
心

に
見
入
っ
て
思
い
思
い
に
希
望
の
花
や

苗
木
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
 



初代連合長に 
難 成田市長 
つがる西北五広域連合 

四
月
十
六
日
、
市
役
所
で
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
、
構

成
十
四
市
町
村
長
に
よ
る
連
合
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
初
代

連
合
長
に
満
票
で
成
田
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
 
「広
域
連
合
は
本
県
で
は
ま
だ
ニ
カ
所
し
か

な
く
、
先
駆
け
と
し
て
の
苦
労
は
あ
る
が
、
連
合
が
地
域
に

果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
 
と
抱負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

同
連
合
は
来
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
介
護
保
険
制
度
の
介

護
認
定
審
査
会
の
設
置
、
運
営
に
取
り
組
む
ほ
か
五
億
円
の
 

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
を
創
設
し
、
人
材
育
成
や
効

率
的
な
ハ
ー
ド
事
業
を
目
指
し
ま
す
。
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交通安全は家庭から

交通事故概況 
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( ）内は、前年対比 

固
馴
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が
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⑥
市
教
育
委
員
会
へ
 

〇
五
所
川
原
学
校
薬
剤
師
会
（
葛
西
昭
雄
会
長
）
廿
寄
贈
（
ワ
ー
プ
ロ
ー
台
）
。
 

⑨
市
福
祉
会
館
へ
 

〇
五
所
川
原
建
具
工
芸
会
（
成
田
修
二
代
表
）
廿
奉
仕

（
会員
九
名
に
よ
る
社
会
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ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
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福
祉
会
館
の
修
理
・
修
繕
）
。
 

⑥
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
有
限
会
社
フ
ラ
ン
ド
ー
ル

（岩
谷
豊
代
表
）
 

廿
寄
贈
（
パ
ン
六
十
個
）
。
 

〇
み
つ
わ
（
中
嶋
光
津
子
代
表
）
廿
寄
贈
（
入
 

園
者
の
年
間
行
事
の
衣
類
二
万
円
程
度
）
。
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（渋
谷
尚
武
 

会
長
、
鈴
木
義
人
実
行
委
員
長
）
廿
寄
贈
 

（床
擦
れ
予
防
マ
ッ
ト
レ
ス
十
一
台
、百
万
円
 

相
当
分
）
。
 

⑨
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
平
成
＋
一
年
度
五
所
川
原
市
合
同
除
厄
祈
願
 

祭
実
行
委
員
会
（
高
杉
桂
吉
実
行
委
員
長
）
 

二
万
二
千
百
五
十
三
円
。
 

「市
長
に
目
録
を
手
渡
す

合
同
除
厄
祈
願
祭
の
実

行
委
員
会
の
方

々
」
 毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 
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市
立
高
等
看
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学
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泳
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式
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四
月
九
日
、
五
所
川
原
市
立
高
等
看

護
学
院

（
山形
明
義
学
院
長
）
の
入
学

式
が
同
学
院
で
行
わ
れ
准
看
護
婦
（
士）
 

の
資
格
を
持
つ
入
学
生
三
十
六
人
が
看

護
技
術
の
習
得
に
向
け
て
学
園
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
山
形
学
院
長
が

「
看
護
の

専
門
知
識
や
技
術
の
習
得
ば
か
り
で
な

く
患
者
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
心
も

学
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
新
入
生

を
代
表
し
て
太
黒
谷
百
恵
さ
ん
が
 「病

め
る
人
の
立
場
に
立
っ
た
看
護
が
出
来

る
よ
う
力
を
合
わ
せ
努
力
し
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
入
生
は
今
後
、
西
北
中
央
病
院
な

ど
で
働
き
な
が
ら
三
年
間
同
学
院
に
通

い
、
正
看
護
婦
（
士）
を目
指
し
ま
す
。
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六
百
四
十
二
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

市
立
美
術
館
の
建
設
促
進
活
動
を
行

っ
て
い
る
、
五
所
川
原
市
立
美
術
館
建

設
促
進
期
成
会
（川
村
恒
儀
会
長
）
が四

月
十
三
日
、
昨
年
度
同
会
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
付
十
六
件
、
六
百
四
十
二
万
千
八

百
十
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
同
日

は
川
村
会
長
、
田
中
和
弘
理
事
長
が
来

庁
、
 「市
の
活
性
化
の
た
め
、
中
心
市

街
地
へ
の
早
期
建
設
を
」
と
要
望
し
、
 

成
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
は
百
「
一

十
件
、
七
千
九
百
四
十
五
万
千
三
百
五

十

一
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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介護保険の提供する様々なサービスをどのように利用するかは、その人の要

介護度や心身の状態、家庭の事情や家族の都合によって異なってきます。その
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要介護度に応じた居宅介護サービス計画は自分や家庭で作成できますが、介

護の専門機関である 「居宅介護支援事業者」 や 「介護保険施設」 に無料で依頼

することもできます。これらの専門機関に配置される 「介護支援専門員」 （ケ

アマネージャー）が、一人ひとりにあったサービス計画を立て、さらに介護サ 

ービスを提供する事業者や施設との連絡、調整もしてくれます。 
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ン
グ
 

山
野
草
の
観
察
 

市
民
自
然
観
察
会
 

市
教
育
委

員
会
 
生

涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

●

5
月
8
日
国
 

飯
詰
味
噌
ケ
沢
地
区
 

◇
集
合
場
所
 
グ
リ
ー
ン
バ
イ
ォ
村
畜
 

産
展
示
資
料
館

（
毘
沙門
）
 

◇
集
合
時
間
 

・

現
地
集
合
者
 9
時
3
0分
 

・

バ
ス
送
迎
希
望
者
 

教
育
委
員
会
前
 
8
時
5
0分
 

◇
講
師
 
津
軽
植
物
の
会
会
員
 

日
本
野
鳥
の
会
会
員
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
昼
食
時
に豚
汁
を
準
備
い
た
し
ま
す
 
 

の
で
、
お
に
ぎ
り
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
7
日
国
 

※
観
察
は
野鳥
と
野
草
に
分
か
れ
ま
す

の
で
、
お
申
し
込
み
の
際
「
観
察
項

目
」
と
 
「バ
ス
利
用
の
有
無
」
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
1年
度
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
 

実
施
し
ま
す
 

環
境
対

策
課
 

内
線

2
3
1
・
2
3
3
 

今
年
も
町
内
会
を
中
心
に
側
溝
の
泥

上
げ
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
町
内

会
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
内
清
掃
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

●

実
施
期
間
 
5
月
3
1日
囲
ま
で
 

※
期
限
内
に
町
内
会
で
連
絡
を
取
り
合
 

い
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
実
施
地
域
 
市
内
全域
 

◇
注
意
事
項
 
必
ず
土
の
う
袋
を
使
用
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成

1
1年
度
 

北
辰
大
学

受
講
者
募
集
 

市
教
育
委
員
会
 
生

涯
学
習
課

北
辰
大
学
係
 
内
線

5
5
5
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
6
月
か
ら
開

講
す
る
北
辰
大
学

（
高
齢
者
教室
）
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
目
的
 
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
求

め
、
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
 
 

通
し
て
仲
間
づ
く
り
ゃ
住
み
よ
い
街
 

づ
く
り
の
た
め
の
連
帯
感
を
高
め
る
。
 

◇
対
象
 
市
内
に在
住
す
る
6
0歳
以
上
 

の
、
健
康
で
通
学
で
き
る
方
0
 

◇
学
習
回
数
 

6
月

1
3
月
の
毎
月
1
回
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
1
2日
困
 

◇
開
講
式
 
6
月
2
日
困
 
1
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市
中
央
公
民
館
 

働
く
婦
人
の
家
主
催
講
座
 

受
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生
募
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市
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く
婦
人

の
家
 

公
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3
5)
8
8
98
 

（山
野
草
観
察
講
座
》
 

2
森
林
浴
を
し
な
が
ら
 

春
の
自
然
を
観
察
2
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5
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1
4日
岡
 
9
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ー
1
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8
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◇
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◇
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に
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、
 

常
時
介
護
を
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と
す
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重
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を
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の
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状
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に
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時
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を
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と
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。
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が
3
月
以
上
継
続
す

る
状
態
に
あ
る
た
め
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
方
。
 

◇
申
込
者
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者
の
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代
理
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は
受
給
者
を
現
に
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。
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介
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の
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を
観
察
2
 

●

5
月
1
4日
岡
 
9
時
ー
1
6時
 

8
時
5
0分
に
働
く
婦
人
の
家
に
集
合

◇
コ
ー
ス
 
鯵
ケ
沢
矢
倉
山
（ミ
ニ
白神
）
 

◇
講
師
 
木
村
啓
さ
ん
 

◇
募
集
人
員
 
3
0人
 

※
お
弁
当
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

《男
の
料
理
教
室
》
 

2
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
 お

そ
う
ざ
い
2
 

年
齢
、
料
理
の
経
験
な
ど
関
係
な
く

楽
し
め
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
1
9日
困
 
1
8時
3
0分
ー
加
時3
0分
 

働
く
婦
人
の
家
 

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 
 

◇
募
集
人
員
 
2
4人
 

※
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
 

た
実
費
は
当
日
集
金
い
た
し
ま
す
。
 

《華
道
教
室
（
遠
州
流
）
》
 

2
基
本
か
ら
指
導
し
ま
す
2
 

●

5
月
2
1日
1
7
月
2
日
の
毎
週
金
曜
 

日
 
1
3時

ー
1
5時
 

◇
講
師
 
鈴
木
は
つ
象
さ
ん
 

◇
募
集
人
員
 
2
0人
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

交
通
事
故
世
帯
へ
の
 

救
済
制
度
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
青
森
支所
 

公
0
1
7
7

(3
9)
0
5
5

ー
 

［
交
通
遺
児等
育
成
資
金
制
度
］
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

交
通
遺
児
を
す
こ
や
か
に
育
成
す
る
た

め
に
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。
 

◇
利
用
で
き
る
方
 
自
動
車
事
故
で
保

護
者
を
亡
く
さ
れ
た
子
供
、
ま
た
は

重
度
後
遺
障
害
者

（
自賠
責
保
険
の
 

1
級

1
3
級
）
に
認
定
さ
れ
た
方
の

子
供
を
現
在
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

◇
対
象
者
 

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
供

◇
貸
付
資
金
 

・
一
時
金
 
 

1
5
5

、
0
0
0
円
 

・
月
額
 

2
0

、
0
0
0
円
 

・

入
学
支
度
金
 
4
4
、
0
0
0
円
 

（
小
・
中学
入
学
時
）
 

◇
返
済
方
法
 最
終
学
校
卒
業
後
、
割
 
 

賦

（月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
）
に
よ
 

る
2
0年
以
内
の
均
等
返
済
 

「
交
通
事
故
重
度
後遺
障
害
者
 

一
 

r
 

介
護
料
支
給
制
度
」
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
事
故
に

よ
り
頭
部
又
は脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
 

常
時
介
護
を
必要
と
す
る
重
度
後
遺
障

害
者
を
抱
え
る
家
族
の
精
神
的
、
肉
体

的
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

◇
受
給
資
格
者
 

①
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
損
傷
が
生
じ
、
 

重
度
の
精
神
神
経
障
害
が
3
カ
月
以

上
継
続
す
る
状
態
に
あ
る
た
め
、
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。
 

②
自
動
車
事
故
に
よ
り
高
位
の
脊髄
に

横
断
損
傷
を
生
じ
、
四
肢
体
幹
の
運

動
及
び
知
覚
に
完
全
麻
揮
が
あ
り
、
 

重
度
神
経
障
害
が
3
月
以
上
継
続
す

る
状
態
に
あ
る
た
め
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
方
。
 

◇
申
込
者
 
受
給
者
の
法
定
代
理
人
又

は
受
給
者
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
方
。
 

◇
介
護
料
の
額
（
日
額）
 

・

入
院
し
て
いる
場
合
 4
、
5
0
0
円
 

・

自
宅
介
護
の
場
合
 
2
、
2
5
0
円
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．洗濯機、冷蔵庫ぐテジどごミジジ養蒼あ二
般家電製品 

・イス、テーブル（木製を除く） 
・自転車、スノーダンプ、バッテリー、スト 

ーブ（電池、油は除いてください） 

かー二 か 年 

、
、
、
 

スト 

春の交通安全運動〈5月11日～5月20日〉 

～あなたも参加 

わたしもやります交通安全～ 

1 ．子供と高齢者の交通事故防止 

2 ．シートベルト着用の徹底と 

チャイルドシートの着用推進 

3‘自転車の交通事故防止 

◇小さな手 大き＜見せて わたろうよ◇

◇自転車も 歩行者守る 思いやり◇

◇広げよう ゆとりの視野と 車間距離◇ 

五所川原市交通安全対策協議会 
五所川原交通安全協会 
五 所 川 原 警 察 署 

平成11年度 

第I回 粗大ゴミ収集日程のお知らせ 
地 	域 	・ 	町 	名（町内会名） 収集 月 日 

毘沙門・長富地区 	飯詰地区 5月24 日（月） 

中川地区 	三好地区 5月25日因 

松島地区（唐笠柳・石岡・水野尾・漆井ト太刀打ー野坪・石畑・前落・中村・馬性・野崎・金山・田中

悪戸・宮田りH代田・米田・二本柳・桃崎・吹畑・尻無） 
5月27日困 

梅沢地区 	七和地区 	長橋地区 5月28日園 

栄地区（湊・姥落・猫測・三ッ谷・稲実・稲実団地・米崎・棚召・広田・藤浦団地‘光ケ丘ニュータウン・

みなみ広田・広平・七ッ館・雇用促進住宅・虫流・ひがし光ケ丘・菖蒲） 
5月31日（月） 

小曲地区 	みどり町 1丁目～ 8丁目 6月 1日因 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・西若葉・若葉市営住宅・

若葉県営住宅・芭蕉・蘇鉄・新宮・新宮町・中平井町・下平井町・平井町・

幾世森・雛田・敷島町・東雲町・十川町・さっき町 

6月 3日困 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端町・上平井町・末広町・ 

6月 4日園 旭町・新町・第一柳町・第二柳町・元町・栄町・田町・千鳥町・湊団地・八重菊・ 

成田町・蓮沼・平和町・日の出町・不住魚・下り枝 

松島町I丁目～ 8丁目・布屋町・弥生町・鳥森・東町・鎌谷町 
6月 7 日（月） 

田閣町・青葉町・一ッ谷・一ッ谷団地 

⑨申込締切日（全地域）は 5 月20日困まで。 

⑥申し込みは町内会長または班長へ。 

⑥―世帯につき、3品目までとします。 

⑥名札を必ずつけ、朝 8時までに出してください。 

※可燃物の粗大ゴミは収集の対象外となります。 

詳しくは 環境対策課内線231・233まで  

〔収集対象品目〕 

オルテンシア5月の催し物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL (33)2111   

日  曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大

ホ
ー
ル
  

2
  

日
一
 

木田俊之福祉歌謡ショー 18:30 無 

23 日
  

家庭教育講演会 9:30 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

11 火
  

市教育研究会全員研修会 13:30 

16 日
  

13:00 
前売1,300円
当日1,500円 

劇団雪姫第18回公演 

19 水
  

平成11年の 

改正所得税関係説明会 
10:00 

23 口
］
 
 

家庭教育講演会 9:30 

7 平成11年 5 月 1日 
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一
第9
回
 

あ
お
も
り
シ
ー
ー
ア
洋
上
セ
ミ
ナー

 

参
加
者
募
集
 

市
福
祉
事
務
所
 
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
対
策
係
 

内
線
5
4
2
 

平
成
1
1年
度
 

就
労
前
技
能
講
習
会
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

容
（
3
4)
3
1
7
1
 
内
線
1
1・1
2
 

平
成
1
1年
度
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

消
防

本
部
 

公
（
3
5)
2
01
9
 
内
線
2
5・4
2
 ●

6
月
2
3日
困
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
種
別
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

・

一
般
取
扱
所
関
係
 
1
4時

、
1
7時
 

◇
受
付
期
間
 

5
月
1
7日
囲

、
6
月
4
日
国
 

※
中
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

船
上
等
で
の
い
ろ
い
ろ
な
研
修
や
丑
（
 

同
生
活
な
ど
社
会
参
加
を
通
し
て
、
多

く
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
生
き
甲

斐
e
高
揚
と
地
域
活
動
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
 

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
0
 

●

7
月
2
7日
因
、
7
月
3
0日
岡
の
3
泊
 

4
日
 

◇
コ
ー
ス
 
青
森
港
出
航
ー
（
洋
上
研

修
2
泊
）
ー
東
京
港
着
ー
陸
上
研
修
 

（施
設
見
学
、
 一
泊
）

ー

J
R
バ
ス

に
て
青
森
着
（
解
散
）
 

◇
参
加
資
格
 

・

市
内
在
住
者
で
平
成
1
1年
7
月
1
日

現
在
、
満
6
0歳
以
上
の
方
 

・

心
身
共
に
健
康
で
、
船
内
及
び
陸
上

で
の
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
方
。
 

・

過
去
に
あ
お
も
り
シ
ニ
ァ
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
。
 

◇
募
集
人
員
 
9
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

◇
参
加
者
負
担
金
 

1
人
 
5
8
、
0
0
0
円
（
予
定
）
 

◇
募
集
期
間
 

5
月
7
日
国
の
1
6時
ま
で
 

出
稼
労
働
者
を
対
象
に
技
能
の
向
上

と
安
全
就
労
の
確
保
、
地
元
就
労
に
資

す
る
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

〔玉
掛
技
能
講
習
〕
 

●

6
月
7
日
同

、
6
月
9
日
困

西
北
労
働
基
準
協
会
 

・

定
員
 
3
0名
 

〔
小型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
〕
 

●

6
月
1
5日
因
、
6
月
1
7日
困

西
北
労
働
基
準
協
会
 

・

定
員
 
3
0名
 

〔足
場
組
立
作
業
主
任
者
〕
 

●

8
月
4
日
困
、
8
月
5
日
困

建
設
業
協
会
北
五
支
部
 

,
 

・

定
員
 
2
0名
 

〔型
わ
く
支
保
工
作
業
主
任
者
〕
 

●

8
月
2
5日
困
、
8
月
2
6日
困

建
設
業
協
会
北
五
支
部
 

・

定
員
 
2
0名
 

◇
申
込
受
付
 
各
講
習
会
の
1
カ
月
前
 

よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。
 （定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
申
込
書
類
 

・

申
込
書
用
紙
（
各
講
習
会
の
1
カ
月

前
よ
り
希
望
者
に
配
布
）
 

・

出
稼
労
働
者
手
帳
 

・

印
鑑
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

※
詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
・
黒
竜
江
省
 

友
好
の
翼
参加
者
募
集
 

青
森
県
新
幹
線
・
交
通対
策
課
交
通
課
 

公
0
1
7
7
(3
4)
91
5
3
 

青
森
空
港
国
際
化
促
進
協
議
会
で
は

青
森
空
港
か
ら
第
3
の
国
際
定
期
路
線

を
中
国
ハ
ル
ビ
ン
と
の
間
に
開
設
す
る

た
め
、
チ
ャ
ー
タ

ー
便
の
運
行
に
よ
る

実
績
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
おり
ま
す
。
 

こ
の
路
線
開
設
の
意
義
、
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
際
交
流
に
意
欲

の
あ
る
方
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
0
 

●

日
程
（
ハ
ル
ビ
ン

・
北
京
6
日
間
）
 

・

6
月
1
8日
国
、
6
月
2
3日
困
 

・

7
月
2
0日
因

、
7
月
2
5日
回
 

・

7
月
2
5日
回

、
7
月
3
0日
圏
 

・

9
月
5
日
回

、
9
月
1
0日
国
 

・

1
1月
9
日
因

、
1
1月
1
3日
田
 

※
こ
の
ほ
か
、
も
う
1
回
の
運
行
計
画

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

◇
費
用
 

1
4
9、o
o
o円

、
1
6
8、o
o
o円

※
た
だ
し
、
1
1月
9
日
の
出
発
は
5
日

間
コ
ー
ス
で
、費
用
も
異
な
り
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
 

を
紹
介
し
ま
す
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

総
務
庁
は
、
本
市
の
行
政
相
談
委
員

に
阿
部
昭
雄
、
演
田
健
司
の
両
氏
を
4
 

月
1
日
付
で
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は

二
年
間
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
行
政

が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
 

意
見
が
あ
っ
た
と
き
、
最
も
身
近
な
相

談
相
手
に
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で

す
。
 

相
談
方
法
は
、
ロ
頭
・
電
話

・
手
紙

の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
相
談
内
容

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。
 

ま
た
、
受
付
し
た
相
談
は
今
後
の
行

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
大
切
な
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
 

●

定
例
相
談
日
 

毎
月
第
2
・4
木
曜
日
市

民
相
談
室

※
定
例
相
談
日
以
外
で
も
、
相
談
委
員

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

r
 

阿
 
部
 
昭
 
雄
氏
 

稲
実
字
米
崎
四
七
ー
十
 

か
闘
5
6
2
4
 

漬
 
田
 
健
 
司
氏
 

上
平
井
町

一
〇
四
 

か
闘
0
3
5
1
 

×
 最

低
工
賃
 

改
正
の
お
知
ら
せ
 

電
気
機
械
器
具
製
造
業
の
家
内
労

働
者
（内
職
）
に適
用
さ
れ
る
最
低
工

賃
が
改
正
さ
れ
、
5
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

最
低
賃
金
の
詳
細
、
最
低
工
賃
金

額
表
を
希
望
さ
れ
る
委
託
者
、
家
内

労
働
者
の
方
は
、
青
森
県
労
働
基
準

局
賃
金
課
（廿
0
1
7
7
図
4
1
1
4)
 

「
に
お間
い
合わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

《奮プ響、‘ 
平成11年 5 月1日 8 五所川原市役所 fi35-2111 

一
第9
回
 

あ
お
も
り
シ
ー
ー
ア
洋
上
セ
ミ
ナー

 

参
加
者
募
集
 

市
福
祉
事
務
所
 
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
対
策
係
 

内
線
5
4
2
 

平
成
1
1年
度
 

就
労
前
技
能
講
習
会
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

容
（
3
4)
3
1
7
1
 
内
線
1
1・1
2
 

平
成
1
1年
度
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

消
防

本
部
 

公
（
3
5)
2
01
9
 
内
線
2
5・4
2
 ●

6
月
2
3日
困
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
種
別
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

・

一
般
取
扱
所
関
係
 
1
4時

、
1
7時
 

◇
受
付
期
間
 

5
月
1
7日
囲

、
6
月
4
日
国
 

※
中
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

船
上
等
で
の
い
ろ
い
ろ
な
研
修
や
丑
（
 

同
生
活
な
ど
社
会
参
加
を
通
し
て
、
多

く
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
生
き
甲

斐
e
高
揚
と
地
域
活
動
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
 

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
0
 

●

7
月
2
7日
因
、
7
月
3
0日
岡
の
3
泊
 

4
日
 

◇
コ
ー
ス
 
青
森
港
出
航
ー
（
洋
上
研

修
2
泊
）
ー
東
京
港
着
ー
陸
上
研
修
 

（施
設
見
学
、
 一
泊
）

ー

J
R
バ
ス

に
て
青
森
着
（
解
散
）
 

◇
参
加
資
格
 

・

市
内
在
住
者
で
平
成
1
1年
7
月
1
日

現
在
、
満
6
0歳
以
上
の
方
 

・

心
身
共
に
健
康
で
、
船
内
及
び
陸
上

で
の
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
方
。
 

・

過
去
に
あ
お
も
り
シ
ニ
ァ
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
。
 

◇
募
集
人
員
 
9
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

◇
参
加
者
負
担
金
 

1
人
 
5
8
、
0
0
0
円
（
予
定
）
 

◇
募
集
期
間
 

5
月
7
日
国
の
1
6時
ま
で
 

出
稼
労
働
者
を
対
象
に
技
能
の
向
上

と
安
全
就
労
の
確
保
、
地
元
就
労
に
資

す
る
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

〔玉
掛
技
能
講
習
〕
 

●

6
月
7
日
同

、
6
月
9
日
困

西
北
労
働
基
準
協
会
 

・

定
員
 
3
0名
 

〔
小型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
〕
 

●

6
月
1
5日
因
、
6
月
1
7日
困

西
北
労
働
基
準
協
会
 

・

定
員
 
3
0名
 

〔足
場
組
立
作
業
主
任
者
〕
 

●

8
月
4
日
困
、
8
月
5
日
困

建
設
業
協
会
北
五
支
部
 

,
 

・

定
員
 
2
0名
 

〔型
わ
く
支
保
工
作
業
主
任
者
〕
 

●

8
月
2
5日
困
、
8
月
2
6日
困

建
設
業
協
会
北
五
支
部
 

・

定
員
 
2
0名
 

◇
申
込
受
付
 
各
講
習
会
の
1
カ
月
前
 

よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。
 （定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
申
込
書
類
 

・

申
込
書
用
紙
（
各
講
習
会
の
1
カ
月

前
よ
り
希
望
者
に
配
布
）
 

・

出
稼
労
働
者
手
帳
 

・

印
鑑
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

※
詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
・
黒
竜
江
省
 

友
好
の
翼
参加
者
募
集
 

青
森
県
新
幹
線
・
交
通対
策
課
交
通
課
 

公
0
1
7
7
(3
4)
91
5
3
 

青
森
空
港
国
際
化
促
進
協
議
会
で
は

青
森
空
港
か
ら
第
3
の
国
際
定
期
路
線

を
中
国
ハ
ル
ビ
ン
と
の
間
に
開
設
す
る

た
め
、
チ
ャ
ー
タ

ー
便
の
運
行
に
よ
る

実
績
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
おり
ま
す
。
 

こ
の
路
線
開
設
の
意
義
、
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
際
交
流
に
意
欲

の
あ
る
方
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
0
 

●

日
程
（
ハ
ル
ビ
ン

・
北
京
6
日
間
）
 

・

6
月
1
8日
国
、
6
月
2
3日
困
 

・

7
月
2
0日
因

、
7
月
2
5日
回
 

・

7
月
2
5日
回

、
7
月
3
0日
圏
 

・

9
月
5
日
回

、
9
月
1
0日
国
 

・

1
1月
9
日
因

、
1
1月
1
3日
田
 

※
こ
の
ほ
か
、
も
う
1
回
の
運
行
計
画

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

◇
費
用
 

1
4
9、o
o
o円

、
1
6
8、o
o
o円

※
た
だ
し
、
1
1月
9
日
の
出
発
は
5
日

間
コ
ー
ス
で
、費
用
も
異
な
り
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
 

を
紹
介
し
ま
す
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

総
務
庁
は
、
本
市
の
行
政
相
談
委
員

に
阿
部
昭
雄
、
演
田
健
司
の
両
氏
を
4
 

月
1
日
付
で
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は

二
年
間
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
行
政

が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
 

意
見
が
あ
っ
た
と
き
、
最
も
身
近
な
相

談
相
手
に
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で

す
。
 

相
談
方
法
は
、
ロ
頭
・
電
話

・
手
紙

の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
相
談
内
容

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。
 

ま
た
、
受
付
し
た
相
談
は
今
後
の
行

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
大
切
な
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
 

●

定
例
相
談
日
 

毎
月
第
2
・4
木
曜
日
市

民
相
談
室

※
定
例
相
談
日
以
外
で
も
、
相
談
委
員

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

r
 

阿
 
部
 
昭
 
雄
氏
 

稲
実
字
米
崎
四
七
ー
十
 

か
闘
5
6
2
4
 

漬
 
田
 
健
 
司
氏
 

上
平
井
町

一
〇
四
 

か
闘
0
3
5
1
 

×
 最

低
工
賃
 

改
正
の
お
知
ら
せ
 

電
気
機
械
器
具
製
造
業
の
家
内
労

働
者
（内
職
）
に適
用
さ
れ
る
最
低
工

賃
が
改
正
さ
れ
、
5
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

最
低
賃
金
の
詳
細
、
最
低
工
賃
金

額
表
を
希
望
さ
れ
る
委
託
者
、
家
内

労
働
者
の
方
は
、
青
森
県
労
働
基
準

局
賃
金
課
（廿
0
1
7
7
図
4
1
1
4)
 

「
に
お間
い
合わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

《奮プ響、‘ 
平成11年 5 月1日 8 五所川原市役所 fi35-2111 



嗣
屍
サ
 ロ 

ン
 

五所川原市役所 ft35-2111 9 平成11年 5 月1日 

図
書
館
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

市
立
図
書
館
 合

（
3
4)
4
3
3
4
 

図
書
館
は
、
ば
く
書
（
特
別
蔵
書
点
 

検
）
の
た
め
次
の
期
間
、
休
館
い
た
し
 

ま
す
。
 

◇
休
館
期
間
 

5
月
2
2日
田

、
5
月
3
1日
の
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

合
（
3
4)
2
1
0
8
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
一
般
精
神
で
は
 

・

ゆ
う
う
つ
 

・

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
な
い
な
ど
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

夜
、
眠
ら
な
い
で
騒
い
で
い
る
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
 

【
一般
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

5
月
1
8日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

【
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

5
月
1
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

ー
ー
ツト

作
品
展
 

島
村
編
物
教
室
 

合
（
3
5)
7
0
5
6
 

プ
ル
オ
ー
バ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ベ
ス
ト
か
ら
小
物
ま
で
、
 

手
作
り
な
ら
で
は
の
楽
し
く
な
る
作
品

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

●

5
月
8
日
田
、
9
日
同
 

9
時
3
0分

、
1
7時
3
0分
 

北
地
方
教
育
会
館
1
階

◇
主
催
 
島
村
編
物
教
室
 

テ
ー
ー
ス初
心
者

・初
級
者
教
室
 

受
講
生
募
集
 

日
曜
教
室
 
。

（3
5)
7
6
7
2
ふ
昇

水
・土
曜
教
室
 
。
（3
4)
31
88
・角
田
 

テ
ニ
ス
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
0
 

●

日
曜
教
窒

（
一般
対
象
）
 

5
月
9
日
か
ら
約
1
0回
 

1
0時

ー
1
2時
 

●

水
曜
教
室

（
一般
対
象
）
 

5
月
1
2日
か
ら
約
2
0回
 

1
0時

ー
1
2時
 

●

土
曜
教
室

（
小
・
中
学
生
対
象
）
 

5
月
8
日
か
ら
約
2
0回
 

1
4時
、
1
6時
 

イ
 

◇
会
場
 
各
教
室
と
も
、
市
営
テ
ニ
ス
 

場
（
菊
ケ
丘
運
動
公
園
内
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
教
室
開
催
日
に
会
場
で
 

受
付
い
た
し
ま
す
。
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
テ
ニ
ス
協
会
 

※
問
い
合
わ
せ
は
1
9時
以
降
に
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

ソ
フ
ト
テ
ー
ー
スク
ラ
ブ
員
募
集
 

五
所
川
原
ソ
フ
トテ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
 

事
務

局
 
容

（
3
7)
3
2
3
ー
 

●
5
月
か
ら
1
0月
ま
で
の
毎
週
火
・
金
 

曜
日
 
1
9時

、
2
1時
 

飯
詰
野
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
飯詰
郵
 

便
局
の
裏
）
 

◇
月
会
費
 
3
、
0
0
0
円
 

◇
対
象
 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
経
験
の
あ
 

る
男
女
 

◇
募
集
人
員
 
1
2名
（
定
員
に
な
り
次
 

第
締
め
切
ら
せ
て
項
き
ま
す
）
 

手
話
講
習

会
受
講
者
募
集
 

五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
 

雫
F
A
X
(3
3)
04
5
8
・鰐
田
 

●

5
月
1
9日
、
7
月
2
8日
の
毎
週
金
曜
 

日
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
1
5分
 

市
中
央
公
民
館
 
 

◇
対
象
 

・

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
ろ
う
あ
者
と
手
話
通
訳
者
、
 

サ
ー
ク
ル
員
と
の
交
流
を希
望
す
る
方
。
 

・

手
話
が
わ
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中
途

失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を
学

ぶ
こ
と
を
希
望
す
る
方
。
 

◇
講
習
内
容
 

①
手
話
実
技
（
初
級
コ
ー
ス
・
中
級
コ
 

ー
ス
）
 

②
ミ
ニ
講
演

（
ろ
う
あ者
の
生
活
、
手

話
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
 

③
交
流
会
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し
、テ
キ
ス

ト
代
、初
級
7
3
5
円
、中
級
6
1
2
 

巴
 

5
月
の
歩
こ
う
会
 

」
 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会
 

合
（3
5)
1
6
6
6

・
藤
本
 

●

5
月
8
日
岡
 

松
島
会
館
前
7
時
3
0分
集
合
 

◇
7
時
3
0分
出
発
→
1
5時
頃
帰
着
！「走
 

◇
コ
ー
ス
 
野
鳥
の
森
と
グ
リ
ー
ン
バ
 

イ
ォ
村
 
往
復
1
8キ
ロ
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
お
に
ぎ
り
、水
、
 

雨
具
等
 

※
こ
の
他
、
 「
ニ
ッポ
ン
を
歩
こ
う
」
 
 

と
い
う
全
国
の
ウ
ォ

ー
カ
ー
を
交
流

を
深
め
る
大
会
の
受
付
も
し
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

西
北
ク
ラ
プ
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
員
募
集
 

容
（
3
5)
0
3
4
3

・
佐
々
木
 

あ
な
た
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
9時

、
2
1時
 

五
所
川
原
第

一
中
学
校
 

◇
会
費
 
月
5
0
0
円
 

◇
対
象
 
家
庭
婦
人
に
限
り
ま
す
。
 

平
成
1
1年
度
 

移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
催
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

容
0
1
7
7
(
2
2)
3
3
3
8
 

●

5
月
1
1日
因
 
1
0時

、
1
5時
 

市
中
央
公
民
館
 
2
階
 

◇
内
容
 

・

消
費
契
約
法
律
相
談
 
1
0時
、
1
2時

相
談
員
 
赤
津
弁
護
士
 

・

苦
情
相
談
 
1
0時

、
1
5時
 

相
談
員
 
青
森
県
消
費
生
活
相
談
員
 

‘
商
品
テ
ス
ト
 「糖
度
と
ビ
タ
ミ
ン
C
 

測
定
」
 1
3時

、
1
4時
3
0分
 

講
師
 
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

職
員
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

ノ
 

× 

ー
ー
ツ
ト

作
品
展
 

島
村
編
物
教
室
 

合
（
3
5)
7
0
5
6
 

ソ
フ
ト
テ
「
ス
ク
ラ
プ
員
募
集
 

五
所
川
原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
．フ
 

事
務
局
 
費
（3
7)
32
3
ー
 

手
話
講
習
会
受
講

者
募
集
 

五
所
川
原
ろ
う

あ
協
会
 

廿
・F
A

×
（3
3)
04
5
8
・
鰐
田
 

プ
ル
ォ
ー
バ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ベ
ス
ト
か
ら
小
物
ま
で
、
 

手
作
り
な
ら
で
は
の
楽
し
く
な
る
作
品

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

●

5
月
8
日
田
、
9
日
同
 

9
時
3
0分

、
1
7時
3
0分
 

北
地
方
教
育
会
館
1
階

◇
主
催
 
島
村
編
物
教
室
 

テ
ニ
ス
初
心
者

・初
級
者
教
室
 

受
講
生
募
集
 

日
曜
教

室
 
雪
（
西
 76
7
2ふ
フ
井
 

水
・
土
曜
教室
 
雪
（3
4)
 
3
1
88
・
角
田
 

テ
ニ
ス
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

日
曜
教
窒

（
一般
対
象
）
 

5
月
9
日
か
ら
約
1
0回
 

1
0時
、
1
2時
 

●

水
曜
教
室

（
一
般
対
象
）
 

5
月
1
2日
か
ら
約
2
0回
 

1
0時

、
1
2時
 

●

土
曜
教
室

（小
・
中
学
生
対
象
）
 

5
月
8
日
か
ら
約
2
0回
 

1
4時
、
1
6時
 

イ
 

◇
会
場
 
各
教
室
と
も
、
市
営
テ
ニ
ス
 

場
（
菊
ケ
丘
運
動
公
園
内
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
教
室
開
催
日
に
会
場
で
 

受
付
い
た
し
ま
す
。
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
テ
ニ
ス
協
会
 

※
問
い
合
わ
せ
は
1
9時
以
降
に
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

●
5
月
か
ら
1
0月
ま
で
の
毎
週
火
・
金
 

曜
日
 
1
9時

、
2
1時
 

飯
詰
野
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
飯詰
郵
 

便
局
の
裏
）
 

◇
月
会
費
 
3
、
0
0
0
円
 

◇
対
象
 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
経
験
の
あ
 

る
男
女
 

◇
募
集
人
員
 
1
2名
（
定
員
に
な
り
次
 

第
締
め
切
ら
せ
て
項
き
ま
す
）
 

●

5
月
1
9日

、
7
月
2
8日
の
毎
週
金
曜
 

日
 
1
8時
3
0分
、
2
0時
1
5分
 

市
中
央
公
民
館
 

図
書
館
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

市
立
図
書
館
 容

（
3
4)
4
3
3
4
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

合
（
3
4)
2
1
0
8
 

5
月
の
歩
こ
「つ
会
 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会
 

合
（
3
5)
1
6
6
6

・
藤
本
 

●

5
月
8
日
岡
 

松
島
会
館
前
7
時
3
0分
集
合
 

◇
7
時
3
0分
出
発
→
1
5時
頃
帰
着
予
定
 

◇
コ
ー
ス
 
野
鳥
の
森
と
グ
リ
ー
ン
バ
 

イ
ォ
村
 
往
復
1
8キ
ロ
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
お
に
ぎ
り
、水
、
 

雨
具
等
 

※
こ
の
他
、
 「
ニ
ッポ
ン
を
歩
こ
う
」
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

合
0
1
7
7
(
2
2)
3
3
3
8
 

●

5
月
1
1日
因
 
1
0時

、
1
5時
 

市
中
央
公
民
館
 
2
階
 

◇
内
容
 

・

消
費
契
約
法
律
相
談
 
1
0時
、
1
2時

相
談
員
 
赤
津
弁
護
士
 

・

苦
情
相
談
 
1
0時

、
1
5時
 

相
談
員
 
青
森
県
消
費
生
活
相
談
員
 

・

商
品
テ
ス
ト
 「糖
度
と
ビ
タ
ミ
ン
C
 

測
定
」
 1
3時
ー
1
4時
3
0分
 

講
師
 
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

職
員
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

図
書
館
は
、
ば
く
書
（
特
別
蔵
書
点
 

検
）
の
た
め
次
の
期
間
、
休
館
い
た
し
 

ま
す
。
 

◇
休
館
期
間
 

5
月
2
2日
田

、
5
月
3
1日
の
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇

一
般
精
神
で
は
 

・

ゆ
う
う
つ
 

・

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
な
い
な
ど
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

夜
、
眠
ら
な
い
で
騒
い
で
い
る
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
 

【
一
般
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

5
月
1
8日
因
 
1
3時
、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

【
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

5
月
1
1日
因
 
1
3時
、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 
 

◇
対
象
 

・

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
ろ
う
あ
者
と
手
話
通
訳
者
、
 

サ
ー
ク
ル
員
と
の
交
流
キ希
望
す
る
方
。
 

・

手
話
が
わ
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中
途

失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を
学

ぶ
こ
と
を
希
望
す
る
方
。
 

◇
講
習
内
容
 

①
手
話
実
技
（
初
級
コ
ー
ス
・
中
級
コ
 

ー
ス
）
 

②
ミ
ニ
講
演

（ろ
う
あ
者
の
生
活
、
手

話
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
 

③
交
流
会
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
、初
級
7
3
5
円
、中
級
6
1
2
 

円
）
 

ノ
 

と
い
う
全
国
の
ウ
ォ

ー
カ
ー
を
交
流

を
深
め
る
大
会
の
受
付
も
し
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

西
北
ク
ラ
プ
 

バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
員
募集
 

容
（3
5)
0
34
3
・
佐
々
木
 

あ
な
た
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
9時

、
2
1時
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
 

◇
会
費
 
月
5
0
0
円
 

◇
対
象
 
家
庭
婦
人
に
限
り
ま
す
。
 

平
成
1
1年
度
 

移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
催
 × 

×
 

市
屍
サ
 ロ 
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青
森
県

立
高
等

学
校
公
開

講
座
一

五
所
川
原
農

林
高
等

学
校
教
室
 

開
講
の
お

知
ら

せ
 

県
立
五
所
川
原
農
林
高
等

学
校
 

公
（
3
7)
21
2
ー
 

●

5
月
1
5日
田

ー
1
0月
1
6日
国
 

県
立
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

◇
定
員
 
3
5名
 

◇
対
象
 
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日
 

程
を
受
講
で
き
る
予
定
の
方
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
7
日
国
ま
で
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
 

◇
申
込
方
法
 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

《公
開
講
座
の
日
程
と
内
容
》
 

・

5
月
1
5日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
3
0分
 

「野
菜
の
接
木
に
挑
戦
」
 

・5
月
2
9日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
3
0分
 

「草
花
を
楽
し
も
う
」
 

・

6
月
1
9日
田
 
1
3時
3
0分
ー
1
6時
3
0分
 

「森
を
育
て
よ
う
」
 ・

7
月
1
7日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
3
0分
 

「
デ
ジ
カ
メ
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
 

・

9
月
4
日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
釦
分
 

「
て
ん
刻
に
挑
戦
」
 

・

9
月
1
8日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
釦
分
 

「
バ
イ
オ
で
草
花
を
増
や
そ
う
」
 

・

1
0月
2
日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
3
0分
 

「手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
に
挑
戦
」
 

・

1
0月
1
6日
田
 
1
3時
3
0分
ー
1
6時
釦
分
 

「稲
の
収
量
を
調
べ
よ
う
」
 

健
康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持ち
の
方
）
 

「
各
地
区
で
の
 

J
 

一
 
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 
一
 

r
 

健
康
相
談
」
 

●

5
月
6
日
困
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●
5
月
7
日
岡
 
1
1時
釦
分
ー
1
3時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
七
和
 

●

5
月
7
日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
4時
3
0分

下
岩
崎
公
民
館
 ●

5
月
1
2日
困
 
1
3時
ー
1
5時
 
 

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

5
月
1
3日
困
 
1
3時

ー
1
4時
釦
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

●

5
月
1
4日
岡
 
m
時
ー
1
2時

森
の
家
 

●

5
月
1
4日
岡
 
m
時
釦
分
ー1
2時

毘
沙
門
・
長富
n
ミ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ

ー
 

「
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

］
 

r
 

成
人
の
相
談
日
」
 

●

5
月
1
2日
困
 

1
0時
3
0分
ー
1
2時

・
1
3時
ー
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

5
月
2
8日

岡
  
1
3時
ー
1
4時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

3
階
ホ
ー
ル
 

◇
講
師
 

対
馬
内
科
小
児
科
医
院
 

対
馬
昭
幸
先
生
 

◇
テ

ー
マ
 

「入
浴
時
の
突
然
死
」
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

5
月
7
日
岡
 
1
0時
ー
1
2時
3
0分
 

J
R
東
日
本
五
所
川
原
駅
前
 

●

5
月
7
日
岡
 
1
3時
釦
分

ー
1
5時
3
0分

市
中
央
公
民
館
前
 

●

5
月
1
7日
回
 
m
時
ー
1
6時
 

青
森
県
合
同
庁
舎
前
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青
森
県

立
高
等

学
校
公
開

講
座
一

五
所
川
原
農

林
高
等

学
校
教
室
 

開
講
の
お

知
ら

せ
 

県
立
五
所
川
原
農
林
高
等

学
校
 

公
（
3
7)
21
2
ー
 

●

5
月
1
5日
田

ー
1
0月
1
6日
国
 

県
立
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

◇
定
員
 
3
5名
 

◇
対
象
 
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日
 

程
を
受
講
で
き
る
予
定
の
方
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
7
日
国
ま
で
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
 

◇
申
込
方
法
 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

《公
開
講
座
の
日
程
と
内
容
》
 

・

5
月
1
5日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
3
0分
 

「野
菜
の
接
木
に
挑
戦
」
 

・5
月
2
9日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
3
0分
 

「草
花
を
楽
し
も
う
」
 

・

6
月
1
9日
田
 
1
3時
3
0分
ー
1
6時
3
0分
 

「森
を
育
て
よ
う
」
 ・

7
月
1
7日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
3
0分
 

「
デ
ジ
カ
メ
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
 

・

9
月
4
日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
釦
分
 

「
て
ん
刻
に
挑
戦
」
 

・

9
月
1
8日
田
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
釦
分
 

「
バ
イ
オ
で
草
花
を
増
や
そ
う
」
 

・

1
0月
2
日
田
 
1
3時
釦
分

ー
1
6時
3
0分
 

「手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
に
挑
戦
」
 

・

1
0月
1
6日
田
 
1
3時
3
0分
ー
1
6時
釦
分
 

「稲
の
収
量
を
調
べ
よ
う
」
 

健
康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持ち
の
方
）
 

「
各
地
区
で
の
 

J
 

一
 
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 
一
 

r
 

健
康
相
談
」
 

●

5
月
6
日
困
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
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市民総合健診のお知らせ～健診申込受付が始まります～ 
昨年度、当市の基本健康診査の受診状況は

働き盛りの40歳代、50歳代の受診率の低さが

目立ちました（左のグラフ参照）。職場の健診

と上手に組み合わせ健康に自信のある方も、 

年に I度は自分の体をチェックし、生活習慣

病の予防など健康づくりに役立てましょう。 

また、今年度から健診対象者のいらっしや

る世帯ごとに「市民総合健診のご案内」 「受診

希望調査票」 が送付されるか、地区の保健協

力員が届けます。 昨年まで 「毎年申し込む」 

になっていた方にも配布されますので、申し

込み忘れがないようお願いします。 

受診率 〈平成10年度五所川原市基本健診受診状況から〉 
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a0  
	 m  
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年 代 

項 	目 基本健康診査 胃がん検診 大腸がん検診 
肺がん・結核 
検 	診 

宮
 
が
 

子
検
 
ん

診
 

乳がん・甲状
腺 検 診 

対 	象 S 35.3.31までに生まれた40歳以上C り男女 S 45.3.31までに生まれた30歳以上の女性 

検診内容 

問診 

身体計測

血圧測定

検尿 

心電図検査

眼底検査

医師診察

血液検査 

ノぐリウムで

胃エックス

線撮影 

（透視） 

スライ ドに便

をぬるだけの

手軽な便潜血

反応検査 

(2日分必要） 

胸部のエック

ス線撮影

必要により

陰疾検査 

頚部細胞診 

必要により

体部細胞診 

視、触診検査 

必要により

超音波検査 

検診料金 
5
0
0

円
 

800円 

500円 600円 

500円 

500円 

国
保 

社
保  

I,200円 1,200円 

70歳以上の方、生活保護世帯の方（要証明書）、非課税世帯の方は無料です。 

検診月日 

7/13(k) 7/14(i) 	7/15@) 7/16( 	7/27(k) 	7/28(*) 	7/29(*) 7/30(i 

8/25(*) 

10/25(n) 	10/26(k) 	10/27(*) 	10/28 (*) 	10/29( 

8/24(k) 

9/ 6（月） 9/7(k) 	9/8(4) 

10/21(*) 	10/22( 10/18（月） 1 0/19(k) 	10/20(*) 

11/1（月） 1
1
 
/
2
(
k
)
 
1
1
/
4
(
*
)
 
1
1
/
5
(
 
1
1
/
8

（
月
）
 

1
1
/
1
 
1
(
*
)
 
1
1
/
1
 
2
E
j
 

は婦人科検診のある日です。 

受付時間 7:0 Q--9 :00 7:00~! 2:30 
実施場所 モデル地区は三好、七和、松島コミコ二テイセンタ一、藻川公民館、他は市保健センター 

申込期間 5 月 10日（月）~20日困（期間厳守） 

《申し込み方法》受ける健（検）診は選べますので申し込みの有無に関わらず、全ての方が 「受診

希望調査票」 に該当する番号を記入し、同封の封筒に入れポストに投函するか、地区の保健協

力員にご持参くださるようお願いいたします。 電話でのお申し込みは間違いのもとになります

ので、 ご遠慮ください。 

健診申し込みのあった方には、健診日 2-3週間位前に健診日程等を通知します。 又、各地
区の健診日程は 6 月15日号市広報でけ3知らせします。 

磐鯛主意 平成11年 4 月から市内医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診

を受けた方、 これから受ける予定の方は同じ種類の健（検）診を受けることが出来ません0 
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おやつです，ノ 

三 五所川原市食生活改善推進員会 
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I  

ー鯛曙題い署退めて 

立倭武多にかける夢 

平 

I. 	耐 山 もz 山 昇内 立焚 

廿幸 Q)奮命 
‘保運jr ji. 

I1 ’又、 1了多 L!L 
p.J ん を 

立侵武多の製作には平成 8年から携わって

きたという平山幸保さんは、これまで主に額

と見送り絵の製作を担当してきました。 「見

送り絵を描くのには大体20人位でやっていま

すね。スケールも大きいから作るのが大変で 

r す」と語る平山さん。昨年の運行、そして東

京ドームの出陣を 「自分たちが作ったものが

こんなに注目され感動しました」 と振り返り

ます。 

今、平山さんが製作しているのは見送り絵

の額の部分。 「色がはみ出さないよう筆を運

ぶのに細心の注意を払っています。 消しゴム

で消すわけにはいきませんから」 という平山

さんに制作部分で一番見てほしい所はと聞く

と、「ねぶたは部分だけ見てもだめ。 全体の流

れ、バランスが命です。 正面だけでなく、 ぐ

るり360度見てほしいですね」と語ってくれま

した。 

「真剣な眼差しの先で、なめらかに運ぶ筆が 
和紙を見事な色に染めていく」 

最後に立侵武多にかける夢はと聞くと 「こ

んなに大きくなくてもいいから、各町内単位

で立侵武多を運行してほしい。 そうすれば青

森、弘前とは全く違った五所川原ねぶたがP 

R出来ると思う」 と語ってくれました。 

平山さんの描く見送り絵、皆さんも一度製

作所0日市民文化会館）に来て見てみませんか。 

このコーナーでは、立倭武多の製作・運行

に参加しているボランティアの方々を紹介し、 

皆さんからのご協力に感謝するものです。 

、 

材料（4人分） 	
ホイップクリームや 

プレーンョー勿レト 400g 大好きな果物で飾って 
粉ゼラチン 	109 子どもの日のデザート 

水 	 60cc. にいかがですか。 

バニラ工ッセンス 少々 口当たりがよくさっ 

キウイフルーツ 1 
	

ぱりしているので、食 

いちご 	’適量 欲のないカゼひきさん 

マーマレード I 
	

にも喜ばれます。 
× 	ノ 

作り方 

①ゼラチンは水に振り入れてふやかしておく。 

②①を弱火で溶かし、常温にしたョーグルト、 

エッセンスを混ぜ、ゼリー型に流し、冷や 

し固める。 

③型から抜いた②を器に盛り、キウイフルー 

ツ、いちごを飾ってマーマレードをかける。 
\ 

	救慧医療当「番医 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

m
  

［日
  

（医）済生堂 
増田病院 

五所川原市字新町41番地 35-2726 

I
一
 

I
 
n
'

u
  

日
  

（医）正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字田町4の 5 24-3431 

ノ
‘ノ
 

4
'
 
 

火
  

（医）守生会 
中村整形外科病院 

五所川原市字一ッ谷160 34-3315 

那
  

水 
（医）佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市字弥生町4番地2 35-4155 

5

/
9
 

 
［口
 

三上眼科医院 五所川原市字旭町59番地 35-2577 

鄭
  

日
  

櫛引クリニック 五所川原市字鎌谷町75-1 33-1155 

※注 1一対応時間（電話で確認してから）9:OO-17:OO。 
2.その他、消防署（救急病院案内 廿34-4999）で
紹介します。 
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※注 1．対応時間（電話で確認してから）9:OO-17:OO。 
2．その他、消防署（救急病院案内 廿34-4999）で
紹介します。 
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